






【要約】  本年の 1)外部標準検体を用いた正確度テストでは、 5 検体が見逃された。そ

のうち 3検体は各施設が設定したカットオフ値レベルであったが低値と判断され見逃され

た。記入の誤りについては昨年より減少しているが、さらに注意が必要である。代謝異常

症スクリーニングでは BIA 法の他に酵素法を使用してスクリーニングを実施する施設があ

るため、昨年 11 月より従来ロイシンのみを添加していたものに、バリン、.イソロイシン

も加えて異常検体を作製し、各施設へ送付した。今のところ酵素法を使用している施設で

の見逃しはない。 2)各施設が外部精度管理検体の検査に要した日数を調べた。検体を受

け取ってから 7 日までに約 80%の施設が結果を発送している。ただ 1 施設がいつも 2 週間

以上かかっているので、早急に検査体制の再検討が必要である。 3)試薬・採血濾紙の品

質管理では、±10%を越えて問題になったロットはなかった。4)代謝異常症スクリーニン

グ用の全国共通の内部精度管理検体は 44 施設が使用している。クレチン症、副腎過形成

症スクリーニング用内部精度管理検体の作製も必要であろう。


